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 ２月は比較的暖かくなってきて、ニュースでは、２０日には地域によっては真

夏日を記録したところもあったようです。半袖で出歩く人もたくさん映像に映っ

ていました。和歌山市でも２０度を記録しました。私も地域を歩く機会がありま

したが、汗をかくほどでした。しかし、これからはまた気温が下がる予報です。

気温が安定せず、体調管理が難しいですが、衣服で調整するなどお気を付けくだ

さい。 

 

 

 

 

 

２月１６日（金）には本年度最後の参観がありました。たくさんの皆様にご参観

いただきありがとうございました。子供たちの 1 年間の成長をご覧いただくことが

できて、本当に良かったと思います。ご協力ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

本年度の卒業式では、昨年同様、来賓の方々をお呼びし、在校生につきまして

は５年生に加え、４年生も参加しての挙行といたしました。人数制限等も設けて

おりません。とはいえ、コロナがなくなったというわけではございませんので、

当日、発熱等の風邪様の症状がある場合は登校を控えていただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

  

 

 

暖冬！！ 

卒業式について 

本年度最後の参観 



  

 

 

 

 

 玄関掲示について、３月は卒業用の掲示となりますので、一般的な掲示として

は本月が最後となります。これまでも金子みすゞさんの詩を中心に掲示してきま

したが、最後は学校現場ではもっとも有名な「私と小鳥と鈴と」をかかせていた

だきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子みすゞさんと言えば、その詩の内容などからもとても身近に感じるのです

が、実際には大正末期から昭和初期にかけて活躍された方なので、戦前の作品と

いうことになります。「みんなちがってみんないい」現在では多様性が重視される

時代ですが、戦前からこのような感覚を持ち合わせていたのだなと思うとすごい

な、と思います。大正デモクラシーの影響もあったのかもしれません。 
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も
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